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田中章貴, 中村茂樹, 河野　茂：【薬物－飲食物　相互作用　的確な栄養療法のためにPart2-抗菌薬】臨床栄養別
冊7:32-35, 2012
山田康一, 　原克紀：アジスロマイシン注射用製剤の有効性 呼吸器内科 22:50-57, 2012
平野勝治, 泉川公一：肺炎診療の新しい潮流　静注用のキノロンの使い方(解説)．成人病と生活習慣病　42:
1315-1321, 2012
岩永直樹, 中村茂樹：【実地医家のための臨床検査のすすめかた・評価のしかた　感染症　疾患各論】Medical
Practice 29: 364-374, 2012
岩永直樹, 中村茂樹, 河野　茂：【第 6 章　肺疾患　4.肺炎についての疑問　診断の手順と治療方針の決め方を教
えて下さい】レジデントノート 14, 2012
峰松明日香, 泉川公一, 河野　茂：【肺炎外来マネジメント-新たに加わった概念「医療・介護関連肺炎(NHCAP)」
など最新の動向を探ります】マイコプラズマ肺炎　診断法とトピックス)．治療 94：84-90, 2012
井手昇太郎，河野　茂：【超高齢化社会に対応した肺炎診療の実践のために】医療・介護関連肺炎診療ガイドラ
イン策定　ナーシングビジネス 6: 56-57, 2012
吉田將孝, 泉川公一：目で見る真菌と真菌症　診療科・基礎疾患から見た大切な真菌症　呼吸器科・慢性呼吸器
疾患．化学療法の領域 28: 1984-1995, 2012
武田和明、今村圭文、河野　茂：医療・介護関連肺炎(NHCAP)診療ガイドライン　呼吸器ケア　132: 1268-1271,
2012
右山洋平, 　原克紀：市中肺炎の現状と検査・診断1)細菌性市中肺炎の原因菌の現状　Medical Technology 40：
1060 -1065, 2012
長岡健太郎, 柳原克紀：【MRSA 感染症の基礎と臨床】1. 呼吸器感染症(解説/特集) 　化学療法の領域 28：
1657-1665, 2012
松瀬厚人、河野　茂： 【特集 2　 咳嗽に関するガイドラインup-to-date ―ガイドライン改訂のポイント―】
Ⅰ．咳嗽に関するガイドライン第 2 版：改訂のポイント． アレルギー・免疫 19: 83-89, 2012
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松瀬厚人、福島千鶴、河野　茂： 気管支喘息と真菌感染.  呼吸 31: 347－352, 2012
松瀬厚人、福島千鶴、河野　茂:  One airway one disease（鼻炎合併喘息）の病態と治療の実際.  Medical Practice
29: 615-617, 2012
松瀬厚人：喘息診療の傾向と対策.  山口市医師会報 46:8-9, 2012
松瀬厚人： 【特集　COPD 薬物療法の新展開】3 症状、QOL のための薬物療法.  MEDICINAL 2: 25-33, 2012
小畑陽子, 西野友哉, 宮崎正信, 河野　茂：【腹膜透析療法-ポストガイドラインの方向性-】IV 課題と対策(6) 腹
膜劣化の評価- what’s new? ①機能・サロゲートマーカー.  臨床透析　28(5): 601-606, 2012
小畑陽子, 西野友哉, 河野　茂：【次世代治療を支えるDDS 技術】2．腎臓内科のためのDDS 技術. Drug Delivery
System 27(4): 257-266, 2012
小畑陽子, 西野友哉, 金子幸弘, 掛屋　弘, 古巣　朗, 早坂孝宏, 瀬藤光利, 宮崎義継, 河野　茂: 質量顕微鏡によ
るIgA 腎症モデルマウスの病態解析.  日本腎臓学会誌　54(3): 287, 2012
北村峰昭, 西野友哉, 小畑陽子, 井生久美子, 廣瀬弥幸, 浦松　正, 新井英之, 小路武彦, 河野　茂: マウスアリス
トロキア酸腎症モデルにおけるHDAC 阻害剤による腎線維化抑制効果. 日本腎臓学会誌　54(3): 288, 2012
南　香名, 西野友哉, 浦松　正, 小畑陽子, 新井英之, 船越　哲, 原田孝司, 河野　茂：東日本大震災に伴うリン
吸着剤の変更が血液透析患者の代謝性アシドーシスに与えた影響～塩酸セベラマーと炭酸ランタンの比較. 日本
透析医学会雑誌　45(Suppl.1): 576, 2012
川口祐輝, 西野友哉, 森　篤史, 南　香名, 浦松　正, 小畑陽子, 新井英之, 錦戸雅春, 田口　尚, 河野　茂：ステ
ロイド抵抗性ネフローゼ症候群に対して、LDL アフェレーシスが有効であった1例. 日本透析医学会雑誌
45(Suppl.1): 640, 2012
森　篤史, 西野友哉, 廣瀬弥幸, 塚崎祥子, 村谷良昭, 河野　茂：血液透析患者にみられた長幹骨の結核性骨髄炎
の 1 例. 日本透析医学会雑誌　45(Suppl.1): 651, 2012
井生久美子, 西野友哉, 小畑陽子, 北村峰昭, 小路武彦, 河野　茂：マウス腹膜線維症モデルにおけるHDAC 阻害
剤の線維化抑制効果. 日本透析医学会雑誌　45(Suppl.1): 655, 2012
北村峰昭, 西野友哉, 小畑陽子, 井生久美子, 小路武彦, 河野　茂：マウス腹膜線維症モデルにおけるエピガロカ
テキンガレートの線維化抑制効果. 日本透析医学会雑誌　45(Suppl.1): 689, 2012
今立俊輔, 佐々木　修, 松屋福蔵, 光成健輔, 計屋知彰, 林　幹男, 西野友哉, 錦戸雅春, 酒井英樹, 田口　尚, 河野
茂：家族性に発症した両側腎骨形成の 1 移植例. 日本透析医学会雑誌　45(Suppl.1): 735, 2012
山口耕一, 芦澤麻美子, 島峯良輔, 草場照代, 望月保志, 錦戸雅春, 西野友哉：縦隔内異所性副甲状腺摘出術後に
心機能が改善した慢性維持血液透析症例について. 日本透析医学会雑誌　45(Suppl.1): 866, 2012
小畑陽子, 西野友哉, 南　香名, 森　篤史, 浦松　正, 新井英之, 河野　茂：腹膜透析患者の腎性貧血治療におけ
るヘモグロビン目標値達成に関与する因子の検討. 日本透析医学会雑誌　45(Suppl.1): 960, 2012
西野友哉, 浦松　正, 河野　茂：長崎PD レジストレーション～長崎県内におけるPD 療法の動向と問題点（第2
報）. 日本透析医学会雑誌　45(Suppl.1): 961, 2012
橋本法修, 西野友哉, 南　香名, 前川明洋, 北村峰昭, 森　篤史, 廣瀬弥幸, 浦松　正, 小畑陽子, 新井英之, 田口
尚, 河野　茂: 腎生検を契機に診断に至ったサルコイドーシスの一例. 日本腎臓学会誌　54(6): 871, 2012
鳥越健太, 西野友哉, 小畑陽子, 市川辰樹, 林徳真吉, 田口　尚, 川上　純, 河野　茂: 原発性胆汁性肝硬変とシェ
ーグレン症候群を合併し、Fanconi 症候群を呈した間質性腎炎の一例. 日本腎臓学会誌54(6): 872, 2012
中村智治, 前田千恵, 佐々木　修, 山下めぐみ, 江崎公輔, 今立俊輔, 川崎智子, 中沢有香, Nazneen Arifa,田口　尚,
西野友哉, 河野　茂: 膜性増殖性腎炎の組織像とネフローゼ症候群を呈したIgA 腎症の寛解例. 日本腎臓学会誌
54(6): 894, 2012
山口美沙, 太田祐樹, 小畑智裕, 山下　裕, 新里健暁, 西野友哉, 江口勝美, 河野　茂: マムシ咬傷により多臓器不
全を生じ救命できなかった 1 例. 日本腎臓学会誌　54(6): 894, 2012
吉田茉央, 太田祐樹, 原口雅史, 横山洋子, 山下　裕, 新里健暁, 西野友哉, 江口勝美, 河野　茂: ミゾリビンによ
る高尿酸血症により急性腎障害を呈した一例. 日本腎臓学会誌　54(6): 894, 2012
佐藤早恵, 佐々木　修, 中沢有香, 前田千恵, 山下めぐみ, 今立俊輔, 前田兼徳, 前田由紀, 西野友哉, 河野　茂: シ
クロフォスファミドで抗GBM 抗体価が低下したGoodpasture 症候群の症例. 日本腎臓学会誌　54(6): 896, 2012
小林裕児, 山下　裕, 横山洋子, 太田祐樹, 岩崎啓介, 新里健暁, 早田　宏, 西野友哉, 江口勝美, 河野　茂:
MPO-ANCA 関連血管炎が感染で増悪し、肺病変の診断と治療に難渋し救命できなかった一例. 日本腎臓学会誌
54(6): 896, 2012
岡　哲, 西野友哉, 森　篤史, 前川明洋,浦松　正, 小畑陽子, 新井英之, 中嶋秀樹, 田口　尚, 河野　茂: 慢性炎症
性脱髄性多発神経炎に膜性腎症を合併した一例. 日本腎臓学会誌　54(6): 920, 2012

泉川公一：アスペルギルス症. (感染症事典編集委員会(編): 感染症事典, オーム社, 東京, pp.240-246 所収) 2012
泉川公一、栗原慎太郎、塚本美鈴：呼吸器感染症対策 院内感染対策講習会テキスト（平成24年度）pp. 53-70 所
収) 2012
宮崎泰可：ヒストプラズマ症. (感染症辞典編集委員会(編): 感染症事典, オーム社, 東京, pp.270-274 所収) 2012
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宮崎泰可，河野　茂：真菌症の診断（門脇孝, 永井良三(編):内科学, 西村書店, 東京, pp.1830-1832 所収）2012
宮崎泰可，河野　茂：カンジダ症（門脇孝, 永井良三(編):内科学, 西村書店, 東京, pp.1832-1833 所収）2012
宮崎泰可，河野　茂：クリプトコックス症（門脇孝, 永井良三(編):内科学, 西村書店, 東京, pp.1833-1835 所収）
2012
宮崎泰可，河野　茂：トリコスポロン症（門脇孝, 永井良三(編):内科学, 西村書店, 東京, pp.1835-1837 所収）2012
永吉洋介，宮崎泰可：β-D グルカンが高値となった場合にどう評価するか？（山口敏行,前･繁文, 大曲貴夫(編):
臨床感染症ブックレット, 文光堂, 東京, p.122 所収）2012
田中章貴,中村茂樹,河野　茂：薬剤別相互作用 抗菌薬（雨海照祥（編）臨床栄養別冊 :薬物-飲食物相互作用 的確
な栄養療法のために, 医歯薬出版株式会社, 東京, p32-35 所収）2012
中村茂樹：6－20 水痘.（感染症事典編集委員会(編)：感染症事典, オーム社, 東京, pp. 380-383 所収）2012
中村茂樹：6－26 手足口病.（感染症事典編集委員会(編)：感染症事典, オーム社, 東京, pp. 400-402 所収）2012
中村茂樹: リファンピシン(河野　茂（編）, ガイドラインサポートIDSA ガイドラインMRSA, 医薬ジャーナル
社, pp79-84 所収) 2012
松瀬厚人：咳嗽に関するガイドライン第二版. （日本呼吸器学会咳嗽に関するガイドライン第二版作成委員会
（編）, 株式会社メディカルレビュー社、東京、所収）2012
松瀬厚人、河野　茂:  14 章呼吸器疾患　7 感染症　④肺真菌症. (門脇　孝、永井良三（編）: カラー版内科
学、西村書店、東京、pp. 767－770 所収)2012
松瀬厚人、河野　茂： 呼吸器疾患Ⅵ-1　咳嗽. （門脇　孝、小室一成、宮地良樹（監）：診療ガイドライン
UP-TO-DATE 2012-2013、メディカルレビュー社、大阪、pp.285－293 所収）2012
松瀬厚人、福島千鶴、河野　茂: 10.気管支喘息と感染症の関連． （藤田次郎（編）： 抗菌薬の選択と使い方　呼
吸器科領域、医薬ジャーナル社、東京、pp.117－123 所収）2012
松瀬厚人: one airway, one disease（喘息・鼻炎合併喘息）の包括的治療. (山口　徹、北原光夫、福井次矢（編）:
今日の治療指針　私はこう治療している、医学書院、東京、pp.692－693)2012
河野哲也、松瀬厚人、福島千鶴、河野　茂： 気管支喘息　決して安心できない！慢性疾患の急性増悪とその対
応. （藤田次郎、大屋祐輔（監）： Nursing Mook 74、株式会社学研メディカルマーケティング、東京、pp.14－
20） 2012
南　香名, 西野友哉, 河野　茂: VIII 中毒性腎障害(薬物性腎障害, 化学物質による腎障害) 抗微生物薬[抗菌
薬・抗真菌薬・抗ウイルス薬] による腎障害. (腎臓症候群上(第2 版), 日本臨牀社, 東京, pp699-702 所収) 2012
浦松　正, 西野友哉, 河野　茂: VIII 中毒性腎障害(薬物性腎障害, 化学物質による腎障害) 食中毒による腎障害.
(腎臓症候群 上 (第 2 版), 日本臨牀社, 東京, pp720-723 所収) 2012
新井英之, 西野友哉, 河野　茂: VIII 中毒性腎障害(薬物性腎障害, 化学物質による腎障害) 動物由来毒素による
腎症- マムシ咬傷, 蜂刺症を中心に-. (腎臓症候群 上 (第 2 版), 日本臨牀社, 東京, pp728-730 所収) 2012
大園惠幸, 中道聖子, 井上圭太, 荒木利卓, 西野友哉: VIII 中毒性腎障害(薬物性腎障害, 化学物質による腎障害)
非ステロイド系薬剤による腎障害. (腎臓症候群 上 (第 2 版), 日本臨牀社, 東京, pp731-735 所収) 2012
小畑陽子, 河野　茂: VIII 中毒性腎障害(薬物性腎障害, 化学物質による腎障害) 非薬物性化学物質(農薬, 金属
化合物, 有機溶媒など) による腎障害. (腎臓症候群 上 (第 2 版), 日本臨牀社, 東京, pp736-739 所収) 2012
小畑陽子, 古巣　朗, 河野　茂: XII 各種病態にみられる腎障害好酸球性リンパ濾胞増殖症(木村病). (腎臓症候
群 下 (第 2 版), 日本臨牀社, 東京, pp765-767 所収) 2012
川口祐輝, 西野友哉, 森　篤史, 前川明洋, 北村里子, 廣瀬弥幸, 浦松　正, 小畑陽子, 新井英之, 福田良一, 錦戸
雅春, 田口　尚, 河野　茂：LDL アフェレーシスが有効であったステロイド抵抗性ネフローゼ症候群の 1 例　第33
回日本アフェレシス学会学術大会抄録集：pp. 134, 2012
平瀬絵美子, 久原拓哉, 西野友哉, 浦松　正, 北村里子, 廣瀬弥幸, 小畑陽子, 新井英之, 牧山純也, 福田良一, 錦
戸雅春, 河野　茂：成人T 細胞白血病による腹水貯留に伴う急性腎障害に対し、腹水濾過再静注法が有効であっ
た一例 第 33 回日本アフェレシス学会学術大会抄録集：pp. 168, 2012
徳山鮎子, 西野友哉, 前川明洋, 南　香名, 浦松　正, 小畑陽子, 新井英之, 望月保志, 錦戸雅春, 田口　尚, 河野
茂：腹膜透析導入後10 か月でpreEPS を呈した1 例第18 回日本腹膜透析医学会学術集会・総会　プログラム・
抄録集：pp. 130, 2012
福元尚子, 西野友哉, 岡　哲, 南　香名, 浦松　正, 小畑陽子, 新井英之, 木下直江, 林徳真吉, 河野　茂：発熱の
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論文数一覧

学会発表数一覧

論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact factor値一覧

2012

2012

2012

2012

0.303

80.687 5.043 1.968

Impact factor

2.688 2.5630.953

A－a－

A－a－
A－b－

B－a－
B－b－

A－b－

0 2 32 34 5 28 123 156 190

A－c－ A－d－ B－a－ B－b－ B－c－ B－d－合計

シンポジウム

欧文論文総数

論文総数

教員生産係数

（欧文論文）

教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

SCI 掲載論文数

欧文論文総数

教員生産係数

（SCI 掲載論文）

学会 シンポジウム 学会
合計 合計 総計

合計 総計SCI

40 1 2 0 43 41 8 60 28 3 99 142


